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第 2 6 7 号 

2012年 3月28日 

日 本 気 象 学 会 

関 西 支 部 ニ ュ ー ス 
 

○  第5回気象サイエンスカフェ in 関西 

  報告 

○  2011年度 の例会報告 

○ 関西支部第30期役員選挙の告示 

○ 会員種別について  

○ メールアドレス登録のお願い 

○ 住所変更届のお願い 

○ （社）日本気象学会入会案内  
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○ 第5回気象サイエンスカフェin関西報告 

 サイエンスカフェは、科学者など

の専門家と一般の市民がお茶を楽し

みながら気軽に科学などの話題につ

いて語り合うコミュニケーションの

場です。 

2011年12月17日、大阪心斎橋の

英國屋にて第5回気象サイエンスカ

フェ in 関西を開催しました（日本

気象学会関西支部と日本気象予報士

会関西支部の共催）。 

当日の参加は25名でほぼ満席。  

彦根地方気象台 技術課から土井

ひかるさんをゲストに招き、 

「南極の気象～越冬隊の生活と昭和基地の気象観測」のスライド映像と講話で話題を提

供していただきました。 

体験者ならではの心情を交えた具体的な日常生活の苦労や工夫、写真や動画で見る極

〒 540-0008 
大阪市中央区大手前4丁目 1-76  

大阪合同庁舎第4号館  
大阪管区気象台内 
日本気象学会関西支部 

振替    00980-5-18318 
TEL     (06) 6949-6322 
FAX     (06) 6944-2121 

ホームページ : 

 http://www.msj-kansai.jp/ 

E-mail: 

 ｉｎｆｏ＠ｍｓｊ－ｋａｎｓａｉ．ｊｐ 

(注：メールアドレスはスパム対策のため全角で記していま

す。メール送信の際には半角で入力してください．) 

講演する土井さんと参加者の皆さん 
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地の自然の不思議と魅力、皆さん思い思いにイメージを湧かせては質問を投げかけ、拡

がる談議を楽しんでおられたようです。 

南極観測隊の志願者が多く高倍率の人選となるのに対し、参加経験者のその後は「リ

ピーター志願派」と「もうおなか一杯派？」まで幅広く分かれるというお話がとても印

象深く、このような魅力が経験できる一方、覚悟すべき負担の重さを考えさせられまし

た。 

充実のあまり1時間半の予定が2時間近くにまで膨らみ、本編が終了して皆さんが御

礼の言葉と共に散会していく間にも、なお片付け中の土井さんと熱心に話し込む方が後

を絶ちませんでした。お店の御厚意で時間の許す限り引っ張らせていただき、第5回気

象サイエンスカフェは好評のうちに幕を下ろしました。 

                        （常任理事 難波 良彰） 

 
○ 2011年度の例会報告 

<第1回> 中国地区 

 第1回例会を、2011年11月5

日（土）に広島市東区民文化セン

ターにて開催しました。当日はあ

いにくの雨模様のなか、25名の

参加がありました。 

 例会は3つのセッションで構成

され、10題の研究発表と特別講

演を行いました。第1セッション

（座長は田中健路会員（広島工業

大学））及び第2セッション（座

長は大橋唯太会員（岡山理科大学））では、湿球黒球温度(WBGT)と熱中症の発生状況の

関係、降水中の化学物質の周期解析、浮遊粉じんの時系列変化、水稲圃場からの温室効

果ガス放出、水稲群落の熱収支と蒸散、水稲群落における水蒸気およびCO2無次元勾配

の季節変化、気象津波をもたらす気象場、等の調査研究及び降水現象の事例解析など多

岐にわたるテーマで発表されました。 

 第3セッションでは、海堀正博氏（広島大学大学院総合科学研究科教授）による特別

講演「土砂災害に備えて―鍵を握る雨の情報―」が行われ、本年の台風第12号による

紀伊半島の降水と土砂災害との関係、昨年7月に広島県庄原市で発生した短時間豪雨に

伴う土砂災害の特異性、一昨年山口県で発生した土砂災害と地質との関係等を実例をも

とに講演されました。また被災地の住民からの聞き取り調査等をもとに日頃からの危機

管理の重要性を訴えられました。 

 さらに同氏は質問に答えて、雨量計の必要性を日頃から県の危機管理担当へ強く訴え

続け、粘り強く折衝し、観測データを県のホームページから準リアルタイムに一元的に

取得できるようにした事等を述べられました。 

 昨年に比べて半分の発表件数であったため、1件あたりの発表時間に余裕を持った時

間構成としましたが、座長の的確な進行もありほぼ時間通りに閉会する事ができました。 

特別講演の様子 
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 例会終了後の懇親会では、気象台、大学関係者と例会の研究発表を話題に情報交換を

行い楽しく交流することができました。 

 最後に、特別講演をお引き受け頂いた海堀先生、座長をお引き受け頂いた先生方、発

表会場、ならびに懇親会の手配と準備、進行を担当頂いた広島地方気象台の関係者の皆

様、例会の運営に御支援、ご協力を頂いた皆様に心よりお礼申し上げます。 

（中国地区理事 中園 昭彦） 

 
<第2回> 四国地区 

 第 2回例会を 2011 年 12 月 17日

（土）、香川大学生涯学習教育研究

センターにて開催しました。気象台

関係者、大学関係者など、39 名の

参加がありました。四国各地からに

とどまらず、遠くは岡山県津山市か

らの参加もありました。 

 永澤義嗣四国地区理事（高松地方

気象台）による開会挨拶により始ま

りました。例会は3つのセッション

で構成され、10 題の研究発表と特

別講演を行いました。第1セッショ

ン（座長は村田文絵会員（高知大学））および第2セッション（座長は寺尾徹会員（香

川大学））は一般講演です。やまじ風の山脈上と山麓の風の比較に関する研究発表から

始まりました。その後、学校教育との連携を活かした気象研究の発表が2題続き、集中

豪雨の学校教育向け防災教育教材作成の経過と、地元高校生の協力を得て松山市のヒー

トアイランド現象を調査した報告がありました。高松地方気象台の会員による梅雨前線

と台風による四国瀬戸内側の豪雨事例解析が2件あり、休憩をはさんで、愛媛県在住の

日本気象予報士会の会員による松山での梅雨期の大雨事例解析が続き、最後に高知大学

の学生、大学院生の会員らによる4件の発表がありました。竜巻の事例解析と、那智勝

浦町・新宮市の記録的豪雨の被害調査と総観場の解析、高知県の豪雨をもたらす総観場

と、地形とコールドプールによって線状降水帯が形成されるメカニズムに関する発表が

続き、活発な討論がなされました。 

 第 3 セッションでは、永澤地区理事の座長の下、津口裕茂 氏（気象研究所予報研究

部第三研究室）による特別講演「“集中豪雨”の統計的な解析、及び 2010 年 10 月 20

日の奄美豪雨―気団変質過程による暖湿気塊の形成―」が行われました。特に、集中豪

雨に関する事例解析にとどまるのではなく、多くの事例を対象にした統計的な理解の重

要性を強調されました。また、2010 年の奄美大島の豪雨事例について、南からの暖湿

気塊の供給による豪雨の発生という常識的な地上天気図からの推測が正しくなく、むし

ろ北東からの気団変質を伴う暖湿気塊の移流が重要であることを示す興味深い結果を紹

介されました。 

例会会場の香川大学生涯学習教育研究センター
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 例会終了後の懇親会では、気象台、大学関係者と例会の研究発表を話題に情報交換を

行い楽しく交流することができました。例年のように高知大学から多くの学生の参加が 

あり、場を盛り上げてくださいました。 

 最後に、特別講演をお引き受け頂いた津口先生、座長をお引き受け頂いた先生方、そ

の他例会の運営に御支援、ご協力を頂いた皆様に心よりお礼申し上げます。 

（四国地区理事 寺尾 徹） 

 
<第3回> 近畿地区 

今年度の第3回の例会は、昨年度の

日本気象学会関西支部例会と海洋気象

学会例会に加えて、大阪管区気象台近

畿地区気象研究会の合同で、2012年1

月26日（木）9時30分から17時50

分まで、大阪管区気象台大会議室にお

いて開催しました。日本気象学会と海

洋気象学会の会員、気象台職員を中心

に約70名が参加しました。 

 今回の例会では、通常の口頭発表

22題に加え、初めてポスター発表の

時間を設け2題の発表が行われました。

口頭発表のうち、8題が大阪管区気象台近畿地区気象研究会による発表であり、日々気

象業務に従事している職員の視点での事例解析や調査について発表がありました。日本

気象学会関西支部と海洋気象学会の合同例会のセッション1では、関西支部の石岡常任

理事（京都大学）の座長のもと、気象の分野を中心とした7題の講演が行われました。

その後のポスターセッションでは、富山湾の海洋特性に関する発表を中心として、口頭

発表では得られない活発な議論や意見交換が行われました。セッション2では、海洋気

象学会の高谷理事（神戸海洋気象台）の座長のもと、海洋分野を中心とした7題の講演

が行われました。今回は異なる3組織合同の会であり、普段とは違った視点からの発表

や質疑応答となり、参加者にとって参考となる内容が多かったのではないかと思います。 

 今年度は発表件数が多く、口頭発表における1題あたりの発表時間や質疑応答に十分

な時間を割り当てることが出来ませんでした。一方、ポスター発表では、さまざまな意

見交換がなされていたことから、発表題数が多い場合には、ポスター発表の活用も十分

な議論を行うための一つの方法として考えられます。 

 最後に、会場の手配や準備及び例会の運営にご協力いただいた、大阪管区気象台職員、

海洋気象学会、日本気象学会関西支部の関係者の皆様方に対し、心よりお礼申し上げま

す。 

（幹事 酒井 亮太） 

 

講演の様子 
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○ 関西支部第30期役員選挙の告示 
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○会員種別について  

会員の種別につきましては、2006年度理事会・総会において「支部会員の種別化につ

いて、2004年8月から既に本部で実施している形をそのまま準用し、今後通常会員のみ

選挙権や議決権をもつこととする。」ことが承認されました。このため，通常会員は

総会の議決権及び役員選挙における選挙権と被選挙権があり、特別会員にはありませ

ん。特別会員から通常会員に、あるいはその逆への変更はいつでもできますので、希

望される方は日本気象学会事務局まで連絡して下さい。  

 

○ メールアドレス登録のお願い 

関西支部ニュースは年3回（5月、10月、3月）発行予定で、2006年度から関西支部

ホームページに掲示して閲覧していただいています。支部ニュース発行、総会・年会・

例会などの開催通知等は支部全会員に E-mail で配信しています。まだ登録されていな

い会員の方は、会員氏名・番号、E-mailアドレスを関西支部事務局まで、ご登録いただ

くよう重ねてお願いします（関西支部の連絡先などは最初のページをご覧下さい）。 

 

○ 住所変更届のお願い 

機関誌「天気」などの発送は学会本部事務局の会員名簿に基づいて行っています。学

会事務局では会員の皆様の移動状況を早めに把握するように努めておりますが、把握漏

れがあった場合には旧勤務地（旧住所）に発送され、旧勤務地（旧住所）の方に転送等

の御迷惑をおかけすることになります。会員の皆様におかれましては、転勤等により勤

務地（住所）が変わった場合、変更届を速やかに下記の学会本部事務局宛にご連絡いた

だきますようお願いします。 

 

※学会事務局 〒100-8122 東京都千代田区大手町1-3-4 気象庁内  

      TEL：03-3212-8341（内線.2546） FAX：03-3216-4401  

E-mail   ｍｅｔｓｏｃ－ｊ＠ａｕｒｏｒａ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ 

(注：メールアドレスはスパム対策のため全角で記しています。メール送信の際には半角で入力して下さい) 

 

○（社）日本気象学会入会案内  

入会を希望される方はどなたでも入会できます。学会のホームページからオンライン

（Web 入力）による手続きができます。郵送またはＦＡＸで申し込まれる方は個人用又

は団体用の申し込み用紙をホームページから入手するか、次ページを利用し、必要な

事項を記入したうえ、学会事務局本部に郵送またはＦＡＸで送付して下さい。 

会費の納入など詳しいことは学会事務局にお尋ね下さい。 

※学会事務局 〒100-8122 東京都千代田区大手町1-3-4 気象庁内 

  TEL：03-3212-8341（内線 2546） FAX：03-3216-4401 

 

住 所 等 の 変 更 届 

・会員番号： № ・氏名： 

・旧勤務地（旧住所）：〒 

・新勤務地（新住所）：〒 



- 8 - 
 

 ○ （社）日本気象学会入会案内 

 

ホームページ： http://wwwsoc.nii.ac.jp/msj/Form/nyukai-j.html 


